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研究要旨 

【目 的】 健康寿命の延伸、疾病予防、健康増進を目的に、特に健康無関心層に対して効果
的な介入を実施するため、健康無関心層の特性把握と同定方法、および健康無関心に関連する
要因を明らかにすること、新しい生活様式の中で効果的な取組を実装するために、集団をセグ
メンテーションする方法を明らかにすること、および各種取組の健康無関心層と健康格差への
影響を明らかにし、効果的な取組方法を提言することを目的とする。

【方 法】 上記を目的に、研究 1：健康無関心層の定義と同定方法に関する研究、研究 2：社
員の属性データに基づく個別化健康増進プログラム提供の効果に関するランダム化比較試験：
職域保健プログラム「健診戦」、研究 3：国民生活基礎調査データを用いた健康無関心層の特性
把握、研究 4：経済的不安があっても食行動や食に関する主観的 QOL（subjective diet-related 
quality of life ：SDQOL）が良好である者の特徴、研究 5：健康無関心層における問題飲酒、研
究 6：先延ばし傾向と健康関心度との関連、研究 7：行動変容ステージ別の健康づくりのための
身体活動・運動ガイド 2023 の達成状況―若年女性の前熟考期に着目して―、研究 8：健康への
関心と COVID-19 の感染および重症化の関連―JASTIS2020-2022 データを利用した縦断研究
―を実施した。 

【結 果】 研究 1 では、5 つの視点から健康無関心層の同定や定義を提示するとともに、健
康関心度尺度を基にした定義を提案した。研究 2 では、腹囲の減少は、対照群がターゲット推
奨群に比べ大きく、配信された動画記事の総閲覧数は、ターゲット推奨群とランダム推奨群に
比べ対照群で最も多かった。研究 3 では、非婚者、最終学歴が専門・短大卒業以下、特に中学
卒業以下の者、週に 40 時間以上働く者で健康無関心者の割合が高く、現役世代では、週 50 時
間以上働く者ならびに 18 歳未満の子どもと同居する者、青年期ならびに高齢期の女性では、世
帯員への手助け・見守りを行う者において健康無関心者の割合が高かった。研究 4 では、健全
な食生活の心がけがあること，家族と同居していることは，経済状況を問わず，良好な食行動・
SDQOL と関連していること、および，朝食を食べる，主食・主菜・副菜を揃えることに対す
るポジティブな考えは食行動と正の関連があり，ネガティブな考えには負の関連があることが
示された。研究 5 では、健康無関心層における、健康への関心度が高いグループを基準とした、
個人属性（年齢、性別、婚姻状態、教育歴、世帯年収）、職業特性（職種／雇用形態）を調整後
の問題飲酒のオッズ比は 1.72 であった。研究 6 では、解析の結果、性別、年齢、就労の有無、
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婚姻状況、独居の有無、暮らし向き、教育年数、現在治療中の疾患の数、主観的健康感を調整
しても、先延ばし傾向が高い者ほど健康関心度が低かった。研究７では、若年女性の前熟考期
は、他のステージと比較して、身体活動量が少なく身体活動ガイド 2023 の達成度も低いにも
関わらず、痩せており、健診データが比較的良好であった。研究 8 では、全対象者における健
康への関心度と COVID-19 の感染および重症化の関連に関する有意差はみられなかった。サブ
グループごとの健康への関心と COVID-19 の感染について有意差がみられたのは、65 歳以上
のグループであった。 

【結 論】 健康無関心層の定義および健康関心度を定量化することにより、集団において健
康無関心層を同定し、アプローチすることがより簡便に可能となる。また、各種調査の分析に
より、健康関心度尺度等と健康行動との関連が示された。これらの結果をもとに、ナッジを応
用した健康づくりガイドブックの公開、研修会等により研究成果の普及啓発とともに、健康無
関心層への効果的なアプローチ方法として、ナッジと行動経済学を応用した取組を推進するこ
とに貢献できた。 
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A．目 的  
研究 1：健康無関心層の定義と同定方法に関する
研究 

健康無関心層の同定や定義を、1）不健康行動
（の集積）に基づくもの、2）トランスセオレテ
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ィカルモデルに基づくもの、3）単一の質問に基
づくもの、4）健康関心度尺度に基づくもの、5）
社会経済的状況や脆弱性に基づくものとして提
示した。研究班で蓄積した研究成果の普及啓発の
活動として、『ナッジを応用した保健事業実践
BOOK』の出版、研修会等での講演、ホームペー
ジ“Nudge for Health”の運営を行った。 
 
研究 2：社員の属性データに基づく個別化健康増
進プログラム提供の効果に関するランダム化比
較試験：職域保健プログラム「健診戦」 

836 名が期間中に参加登録した。全ての群で腹
囲や BMI は改善した。ターゲット推奨群(276 名）、
ランダム推奨群(280 名）、対照群(280 名）の間で
属性の顕著なばらつきはみられなかった。腹囲の
減少は、対照群（1.23 ㎝）がターゲット推奨群
（0.46 ㎝）に比べ大きく、配信された動画記事の
総閲覧数は、ターゲット推奨群（35 回）とランダ
ム推奨群（35 回）に比べ対照群（60 回）で最も
多かった。BMI 変化量に群間差はみられなかっ
た。 
 
研究 3：国民生活基礎調査データを用いた健康無
関心層の特性把握 
 本研究の結果、男女ともにいずれの年齢層にお
いても、非婚者、最終学歴が専門・短大卒業以下、
特に中学卒業以下の者、週に 40 時間以上働く者
で健康無関心者の割合が高いことを把握した。し
かし、現役世代については、男女ともに週 50 時
間以上働く者ならびに 18 歳未満の子どもと同居
する者、青年期ならびに高齢期の女性では、世帯
員への手助け・見守りを行う者において健康無関
心者の割合が高かった。 
 
研究 4：経済的不安があっても食行動や食に関す
る主観的 QOL が良好である者の特徴 

健全な食生活の心がけがあること，家族と同居
していることは，経済状況を問わず，良好な食行
動・職に関する主観的 QOL（subjective diet-

related quality of life：以下、SDQOL）と関連し
ていた。さらに，朝食を食べる，主食・主菜・副
菜を揃えることに対するポジティブな考えは食
行動と正の関連があり，ネガティブな考えには負
の関連が示された。経済状況が“不安あり”群で朝
食を毎日食べている者は献立を考える効力感が
高かった。経済状況を問わず，食事づくりに関わ
っていない者では，SDQOL が高群となるオッズ
比が低かった。 
 
研究 5：健康無関心層における問題飲酒 

健康無関心層における、健康への関心度が高い
グループを基準（1.0）とした、個人属性（年齢、
性別、婚姻状態、教育歴、世帯年収）、職業特性
（職種／雇用形態）を調整後の問題飲酒のオッズ
比は 1.72（95％信頼区間：1.51～1.95）であった。 
 
研究 6：先延ばし傾向と健康関心度との関連 

解析の結果、性別、年齢、就労の有無、婚姻状
況、独居の有無、暮らし向き、教育年数、現在治
療中の疾患の数、主観的健康感を調整しても、先
延ばし傾向が高い者ほど健康関心度が低かった。 
 
研究 7：行動変容ステージ別の健康づくりのため
の身体活動・運動ガイド 2023 の達成状況―若年
女性の前熟考期に着目して― 

20～49 歳の若年女性の身体活動促進策を検討
するために、特に前熟考期に着目した特性把握を
本研究の目的とした。令和 4 年度は社会経済的特
性を含む特性と、客観的に評価した身体活動・座
位行動の実態を行動変容ステージごとに検討し
た。令和 5 年度は健診データおよび「健康づくり
のための身体活動・運動ガイド 2023」（以下、身
体活動ガイド 2023）の達成度について追加分析
を行った。特に前熟考期については、身体活動ガ
イド 2023 の達成の有無による健診データおよび
社会経済的特性の違いを検討した。 
 
研究 8：健康への関心と COVID-19 の感染およ
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び重症化の関連―JASTIS2020-2022 データを利
用した縦断研究― 

全対象者における健康への関心度と COVID-
19 の感染および重症化の関連に関する有意差は
みられなかった。サブグループごとの健康への関
心と COVID-19 の感染について有意差がみられ
たのは、65 歳以上のグループであった（オッズ
比：10.47、95%信頼区間：2.04-54.96）。COVID-
19 感染者に限定して、健康への関心度と重症化
との関連を検討したところ、有意な関連は認めら
れなかった。 
 
B．方 法  
研究 1：健康無関心層の定義と同定方法に関する
研究 

いくつかの視点から、健康無関心層の同定方法
と定義について検討し、健康無関心層の定義を提
案した。研究班で蓄積した研究成果の普及啓発の
活動として、書籍の出版、研修会等での講演、ホ
ームページの運営を行った。 
 
研究 2：社員の属性データに基づく個別化健康増
進プログラム提供の効果に関するランダム化比
較試験：職域保健プログラム「健診戦」 

株式会社博報堂 DY グループの社員で 2021 年
に健康診断を受けた者を対象とした。対象者の健
診や意識調査結果データに基づき機械学習アル
ゴリズムでカテゴリ化し 5 つの「クラスタ」(健
康後回し社員、ポジティブ職場大好き社員等）を
抽出した。参加希望者を３群にランダムに割り付
け、１つ目の介入群には、各クラスタのタイプに
合った動画・記事を「おすすめ」と強調した情報
をメール配信した（ターゲット推奨群）。別の介
入群には、クラスタによらずランダムに「おすす
め」を配信した（ランダム推奨群）。対照群は、
特定の動画記事を強調せず 10 の動画記事を並列
し配信した。アウトカムとして、腹囲、BMI 及び
配信動画の閲覧数を評価した。参加者の前年から
の腹囲と BMI の変化量を算出し、各群の平均値

を分散分析により比較した。動画閲覧数は、各群
の総閲覧数を比較した。 
 
研究 3：国民生活基礎調査データを用いた健康無
関心層の特性把握 
 2019 年国民生活基礎調査調査票情報を用い、
20 歳以上の男女 42.7 万人を対象とし、婚姻状況、
教育歴、就業の有無、就業時間、世帯員への手助
け・見守りの有無、18 歳未満の子との同居の属
性ごとの健康行動の数を性別、年齢群別に集計し
た。また、それぞれの説明要因と健康無関心との
関連をロジスティク回帰分析を用い、性別・年齢
群別に検討し、健康無関心層の特性に関する検討
を行った。 
 
研究 4：経済的不安があっても食行動や食に関す
る主観的 QOL が良好である者の特徴 

農林水産省が実施した「若い世代の食事習慣に
関する調査」データを二次利用した。調査対象者
は，18～39 歳男女 2,000 名で，2019 年 11 月に
インターネット調査が行われた。解析対象者は，
身長・体重の回答に不備のある者を除く 1,921 名
とした。経済状況は 4 肢で把握し，「生活が苦し
く非常に心配である」「ゆとりがなく多少心配で
ある」を“不安あり”群（951 名），「ゆとりはない
がそれほど心配なく暮らしている」「ゆとりがあ
り全く心配なく暮らしている」を“不安なし”（970
名）群とした。各群で，食行動（朝食摂取，主食・
主菜・副菜の摂取），SDQOL，それらに関連する
要因（属性・社会経済的要因・肥満度・知識・態
度・行動）について，多変量ロジスティック回帰
分析（ステップワイズ法）を用いて検討した。 
 
研究 5：健康無関心層における問題飲酒 

2022 年に日本で行われた全国規模のインター
ネット調査のデータ（29,377 名）を用いて横断研
究を行った。分析対象者を、HIS スコアの 5 分位
に基づいて、健康無関心層（スコア：0～16）、健
康への関心が低い（17～20）、健康への関心が中
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程度（21～22）、健康への関心が中程度から高い
（23～26）および健康への関心が高い（27～36）
の 5 群に分類した。WHO のガイドラインに基づ
き、AUDIT スコア 8 以上を問題飲酒と定義した。
健康無関心と問題飲酒との関連を評価するため、
教育、収入、職業などの様々な社会経済要因を調
整したロジスティック回帰分析を行った。 
 
研究 6：先延ばし傾向と健康関心度との関連 

埼玉県和光市在住の高齢者を対象に 2023 年に
実施した和光コホート研究のデータを用いた。分
析対象者は 995 名であった（男性 48.1%; 平均年
齢 75.3±6.4 歳 ）。 先 延 ば し 傾 向 は General 
Procrastination Scale 日本語版を、健康関心度は
健康関心度尺度を用いた。GPS-J 得点に基づき、
3 分位により対象者を 3 群に分類し（低群、中群、
高群）、先延ばし傾向の高さごとの健康関心度尺
度得点を比較した。 

 
研究 7：行動変容ステージ別の健康づくりのため
の身体活動・運動ガイド 2023 の達成状況―若年
女性の前熟考期に着目して― 

本研究は、明治安田ライフスタイル研究（Meiji 
Yasuda Lifestyle Study：MYLS スタディ）のデー
タを活用した横断研究である。女性 2951 名を含
む 5560 名の勤労者を分析対象者とした。行動変
容ステージは「特定健診の標準的な質問票」のう
ち「運動や食生活等の生活習慣を改善してみよう
と思いますか」の質問を用いて評価し、「前熟考
期」～「維持期」に分類した。身体活動・座位行
動は、活動量計で客観的に評価した。特性として、
健診データおよび雇用形態、職種、婚姻状況、教
育年数、暮らし向きを調査した。 
 
研究 8：健康への関心と COVID-19 の感染およ
び重症化の関連―JASTIS2020-2022 データを利
用した縦断研究― 

JASTIS 研究（The Japan "Society and New 
Tobacco" Internet Survey）におけるインターネ

ット調査の二時点データを用いた縦断研究を行
った。インターネット調査会社である楽天インサ
イト株式会社のパネルメンバーのうち、日本全国
の一般住民 15～74 歳の男女を対象とした。日本
の人口分布に合わせ、 性別、年齢、都道府県別
にパネルメンバーからランダムサンプリングを
行ったうえで、調査への回答を依頼した。2020 年
調査に回答した 11,000 名のうち、2022 年調査に
回答したのは 6,737 名（61.2%）であった。その
うち、学歴について「その他」と回答した 13 名
を除外した6,724名（61.1％）を解析対象とした。
解析には、目的変数を COVID-19 の感染、説明
変数を健康への関心度、調整変数を性別、年齢階
級、学歴、世帯所得、持病、同居者、地域とした
多重ロジスティック回帰分析を実施した。解析対
象者を COVID-19 の感染ありの者に限定して、
健康への関心度と COVID-19 の重症化との関連
を分析した。 
 
（倫理的配慮） 
 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する
倫理指針の対象となる研究については、研究者の
所属する機関において倫理審査の承認を得て行
った。 
 
C．結 果  
研究 1：健康無関心層の定義と同定方法に関する
研究 

健康無関心層の同定や定義を、1）不健康行動
（の集積）に基づくもの、2）トランスセオレテ
ィカルモデルに基づくもの、3）単一の質問に基
づくもの、4）健康関心度尺度に基づくもの、5）
社会経済的状況や脆弱性に基づくものとして提
示した。研究班で蓄積した研究成果の普及啓発の
活動として、『ナッジを応用した保健事業実践
BOOK』の出版、研修会等での講演、ホームペー
ジ“Nudge for Health”の運営を行った。 
 
研究 2：社員の属性データに基づく個別化健康増
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進プログラム提供の効果に関するランダム化比
較試験：職域保健プログラム「健診戦」 

836 名が期間中に参加登録した。全ての群で腹
囲や BMI は改善した。ターゲット推奨群(276 名）、
ランダム推奨群(280 名）、対照群(280 名）の間で
属性の顕著なばらつきはみられなかった。腹囲の
減少は、対照群（1.23 ㎝）がターゲット推奨群
（0.46 ㎝）に比べ大きく、配信された動画記事の
総閲覧数は、ターゲット推奨群（35 回）とランダ
ム推奨群（35 回）に比べ対照群（60 回）で最も
多かった。BMI 変化量に群間差はみられなかっ
た。 
 
研究 3：国民生活基礎調査データを用いた健康無
関心層の特性把握 
 本研究の結果、男女ともにいずれの年齢層にお
いても、非婚者、最終学歴が専門・短大卒業以下、
特に中学卒業以下の者、週に 40 時間以上働く者
で健康無関心者の割合が高いことを把握した。し
かし、現役世代については、男女ともに週 50 時
間以上働く者ならびに 18 歳未満の子どもと同居
する者、青年期ならびに高齢期の女性では、世帯
員への手助け・見守りを行う者において健康無関
心者の割合が高かった。 
 
研究 4：経済的不安があっても食行動や食に関す
る主観的 QOL が良好である者の特徴 

健全な食生活の心がけがあること，家族と同居
していることは，経済状況を問わず，良好な食行
動・SDQOL と関連していた。さらに，朝食を食
べる，主食・主菜・副菜を揃えることに対するポ
ジティブな考えは食行動と正の関連があり，ネガ
ティブな考えには負の関連が示された。経済状況
が“不安あり”群で朝食を毎日食べている者は献
立を考える効力感が高かった。経済状況を問わず，
食事づくりに関わっていない者では，SDQOL が
高群となるオッズ比が低かった。 
 
研究 5：健康無関心層における問題飲酒 

健康への関心度が高いグループを基準（1.0）と
した、健康無関心層における問題飲酒のオッズ比
（個人属性（年齢、性別、婚姻状態、教育歴、世
帯年収）、職業特性（職種／雇用形態）を調整後）
は 1.72（95％信頼区間：1.51～1.95）であった。 
 
研究 6：先延ばし傾向と健康関心度との関連 

解析の結果、性別、年齢、就労の有無、婚姻状
況、独居の有無、暮らし向き、教育年数、現在治
療中の疾患の数、主観的健康感を調整しても、先
延ばし傾向が高い者ほど健康関心度が低かった。 
 
研究 7：行動変容ステージ別の健康づくりのため
の身体活動・運動ガイド 2023 の達成状況―若年
女性の前熟考期に着目して― 

行動変容ステージ別の身体活動ガイド 2023 の
達成率は、性別と年代にかかわらず、有意差が認
められ、維持期の達成率が最も高くなっていた。
若年女性の前熟考期は、他のステージと比較して、
身体活動量が少なく身体活動ガイド 2023 の達成
度も低いにも関わらず、痩せており、健診データ
が比較的良好であった。身体活動ガイド 2023 の
達成の有無では、健診データと社会経済的特性に
有意差は認められなかった。 
 
研究 8：健康への関心と COVID-19 の感染およ
び重症化の関連―JASTIS2020-2022 データを利
用した縦断研究― 

全対象者における健康への関心度と COVID-
19 の感染および重症化の関連に関する有意差は
みられなかった。サブグループごとの健康への関
心と COVID-19 の感染について有意差がみられ
たのは、65 歳以上のグループであった（オッズ
比：10.47、95%信頼区間：2.04-54.96）。COVID-
19 感染者に限定して、健康への関心度と重症化
との関連を検討したところ、有意な関連は認めら
れなかった。 
 
D．考 察  
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研究 1：健康無関心層の定義と同定方法に関する
研究 

健康無関心層という用語を使用したり、健康無
関心層をターゲットにした取り組みを行ったり
する場合、今回提示したものを含めて、健康無関
心層の同定方法や定義を明確にしておくことが
望ましい。健康無関心層の定義として、「健康関
心度とは、健康への意識と意欲、および価値観の
程度のことをいう。健康関心度は、社会経済的状
況を含む個人の属性、ヘルスリテラシー、社会環
境などの影響を受け、種々の健康行動を通じて、
健康を規定する。“健康無関心層”とは、健康関心
度の低い人たちであり、健康低下のリスクを持つ」
ことを提案した。 
 
研究 2：社員の属性データに基づく個別化健康増
進プログラム提供の効果に関するランダム化比
較試験：職域保健プログラム「健診戦」 

対照群で最も推奨した行動の実施回数が多か
った事については、選択肢が 10 個程度と少なく、
選択のための認知的負荷が少なかった一方、ター
ゲット推奨の場合、推奨した１つのプログラムが
必ずしも対象者の嗜好に合わず実行に結び付か
ない場合が多かった可能性が考えられた。また、
属性と推奨プログラムのマッチングが不適切だ
った可能性もある。これらは単独の試行で最適解
を得られるものではないため、個別化プログラム
の提供に向けては、社員の属性の分類法やプログ
ラムの質の確保に加え、推奨するプログラムの数
やその多様性の確保といた多要素を考慮しつつ、
施行を繰り返しアジャイル式にプログラム改善
するべきである。 
 
研究 3：国民生活基礎調査データを用いた健康無
関心層の特性把握 

本検討により、性別・年齢層ごとの健康行動を
とりづらい者の属性を把握した。健康的な行動を
とりづらい健康無関心層には、性別および年齢層
に共通した特性が把握された。しかし、性や年齢

層に特有の特徴的な要因も把握されていること
から、健康行動増進のための健康無関心層へのア
プローチにおいては、今回の検討で把握された対
象者それぞれの特性に合わせた重点的なアプロ
ーチが必要であることが示唆された。 
 
研究 4：経済的不安があっても食行動や食に関す
る主観的 QOL が良好である者の特徴 

若い男女において望ましい行動変容を促すに
は，望ましい食行動の実践に対する有益性の認知
を高め，障害の認知を低くするための動機づけが
必要である。また，食事づくりの効力感を高め，
実践を促すことも重要であると示唆された。 
 
研究 5：健康無関心層における問題飲酒 

健康無関心層は社会経済要因に関わらず、問題
飲酒に対する脆弱な集団であることが分かった。
健康関心尺度を通じて健康無関心層を特定し、こ
の層に対する健康介入の影響をモニタリングす
ることは、健康格差の是正にとって有用であるこ
とが示された。 
 
研究 6：先延ばし傾向と健康関心度との関連 

解析の結果、地域在住高齢者において、先延ば
し傾向が高い者ほど健康関心度が低いことが明
らかになった。先行研究では、先延ばし傾向と健
康状態との関連が報告されているが、その関連に
は健康への意識や態度が介在している可能性が
示された。先延ばし傾向がある者の行動変容を促
すには、健康づくりの必要性に訴求した働きかけ
ではなく、そうした層は健康には関心を持ちにく
いことを前提にした対応が必要といえる。 
 
研究 7：行動変容ステージ別の健康づくりのため
の身体活動・運動ガイド 2023 の達成状況―若年
女性の前熟考期に着目して― 

若年女性の前熟考期は、身体活動ガイド 2023
の達成の有無にかかわらず、「身体活動量が少な
く、痩せており、現在の生活習慣病リスクが少な
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い集団」と特徴づけられた。以上の結果より、前
熟考期の若年女性に身体活動促進を試みる際に
は、生活習慣病対策、減量などを目的とした教育
や啓蒙よりも、環境整備やナッジ等を活用した取
り組みの方が親和性は高いと推察された。 
 
研究 8：健康への関心と COVID-19 の感染およ
び重症化の関連―JASTIS2020-2022 データを利
用した縦断研究― 

健康への関心は COVID-19 の感染や重症化に
は関連が認められなかったが、高齢者に限定する
と、関心が低いことはその後の感染につながって
いた。高齢者には健康への関心を高めることが
COVID-19 感染のリスクを下げることにつなが
ることが示唆された。一方、65 歳未満では健康
意識よりも環境整備等が重要かもしれない。 
 
E. 結語 

健康無関心層を定義し、健康関心度を定量化す
ることにより、集団において健康無関心層を同定
し、アプローチすることがより簡便に可能となる。
また、各種調査の分析により、健康関心度尺度等
と健康行動との関連が示された。これらの結果を
もとに、ナッジを応用した健康づくりガイドブッ
クの公開、研修会等により研究成果の普及啓発と
ともに、健康無関心層への効果的なアプローチ方
法として、ナッジと行動経済学を応用した取組を
推進することに貢献できた。 
 
F. 健康危険情報 
 特になし 
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したナッジの可能性（自由集会）. 第 82 回日
本公衆衛生学会総会, つくば、 2023 年 11 月. 

村山洋史. 行動変容を導くナッジとは. 第 30 回
日本行動医学会学術総会, 東京, 2023年 12月．
（シンポジスト） 

 
H．知的財産権の出願・登録状況 
（該当なし） 
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